
（１）認定農用地面積：1.76ha
（田：1.76ha、畑：- ha）

（２）組 織 構 成 ：
４集落（農家4戸、非農家2戸）

【地区の概要】

【主な取組み内容】

○

○

○

　地域の担い手である女性３人組が組織の代表等の役員にもなり、「(農)
グループまめ・こめ」を中心に農地や農業用施設の保全に取り組んでいま
す。活動開始２年目の小さな組織ですが、草刈り後の水路の泥上げは構成
員全員に呼びかけて実施し、農地畦畔の草刈りや鳥獣害防護柵の設置は中
山間地域等直接支払を活用することで農地の保全につとめています。

　市内の中学校生（80名）との堆肥作り、市内の高校生とのサツマイモの
農業体験を行うなど、教育機関との連携を図った活動が行われています。

　地元の保育園と連携して、ほ場内の生き物観察（生態系保全）とチュー
リップを植栽（景観形成・生活環境保全）を実施しています。
　活動の様子は、地区が運営している「益田市真砂地区発 まちおこし日
誌」の「真砂＋」のフェイスブックに投稿しています。

令和４年度　多面的機能発揮促進事業

中国四国農政局長表彰　優秀賞組織（島根県）

【多面的機能支払】

「なでしこ」（島根県益田市）

　なでしこが活動する「真砂地区」は島根県益田市の南東に位置する人口
300人余りの山間農業地域です。
　地方自治組織「ときめきの里 真砂」を中心に、小学校、保育園、地域商
社、公民館などが連携し“食・農・福祉の小さな経済循環を目指して”を合
言葉に、住民によるまちづくりが進められています。
　地域で活動する女性３人の「(農)グループまめ・こめ」を中心に、保育園
と連携した生き物観察や植栽活動、中学生や高校生との農業体験活動など地
域活性化を図っています。
　真砂地区のフェイスブックに活動状況を投稿するなど積極的な広報活動が
行われ、里山保育や食育活動が盛んな地域に子供の笑顔があふれます。

サツマイモの植付

（農）グループまめ・こめ

「益田市真砂地区発 まちおこし日誌」

「真砂＋」



（１）認定農用地面積：154.0ha
（田：103.0ha、畑：51.0ha）

（２）組 織 構 成 ：
５集落（農家880戸、非農家352戸）

【地区の概要】

【主な取組み内容】

○

○

○

　地域の混住化が進む中、各町内会活動との連携を図り、地域ぐるみで農
用地、農道、水路、ため池等の草刈り及び泥上げ等の農地維持活動やク
リーン作戦及び美化活動に取り組んでいます。
　土地改良区が事務を行うことで、地域間のバランスが取れるとともに、
事務負担軽減にもつながり、安心して活動に取り組める体制となっていま
す。

　地元小学校と広域協定を締結し、地元町内会や老人会と連携して、遊休
農地であった田んぼを「学習田」として５年生を対象に農業体験活動を実
施しています。
　用水路に足踏み式の水車を設置して水を入れる体験をするなど、子供た
ちに農業施設を守る大切さを伝える場となっており、地元のテレビ局も取
材に訪れます。

　また、近年、鳥獣被害が多く農業をやめる方が多いことから、多面的機
能の増進を図る活動として、鳥獣対策にも活発的に取り組んでいます。
　農地維持のためには喫緊の課題となっており、フェンスや罠の設置、罠
を設置するための狩猟免許の取得などに交付金を活用しています。

令和４年度　多面的機能発揮促進事業

中国四国農政局長表彰　優秀賞組織（岡山県）

【多面的機能支払】

「(広域
こ う い き

)アグリカルチャー浮田
う き た

」（岡山県岡山市）

　本地区は、岡山市の東部に位置する農業地帯で、水稲を中心に、ぶどうや
花き栽培が盛んに行われており、岡山市を代表するぶどうの産地です。
　ＪＲ山陽本線や旧国道２号線が走り、岡山市中心部への交通の利便性が良
いことから、周辺では宅地化による世帯数の増加、混住化が進んでいます。
　平成27年度から取り組んでおり、本交付金を活用することで混住化が進む
地域で非農家も含めた農地維持活動が展開されています。
　また、土地改良区が事務を行うことで地域全体が安心して活動に取り組む
ことができる体制となっています。

クリーン作戦、美化活動ため池の草刈り 学習田（遊休農地の有効活用）



（１）認定農用地面積：286.8ha
（田：281.6ha、畑：5.2ha）

（２）組 織 構 成 ：
15集落（農家530戸、非農家900戸）

【地区の概要】

【主な取組み内容】

○

○

○

　農地維持活動は、町内連合会と連携を図ることで地域住民を含めて行う
とともに、草刈り作業の軽減を目的にセンチピードグラスを植栽していま
す。草刈り作業は格段に楽になっています。

　混住化が進む中、幹線用水路の清掃活動は町内会ごとに地域住民が参加
して行っています。近年、特に町内の住宅団地住民の参加が増え、団地に
関係する水路の草刈りや泥上げに取り組んでいます。
　また、沼田東保全会を中心に行っている集落美化活動は、住民約450人
の参加により行われており、農村環境への意識の高まりが感じ取れます。

　地区内の農業施設は整備後50年が経過、ひび割れや浸食など経年劣化が
進んでおり、長寿命化活動により幹線水路の補修・更新や通学路を兼ねる
農道の舗装等を行っています。
　地区内の農業水利施設の機能は格段に良くなっています。

令和４年度　多面的機能発揮促進事業

中国四国農政局長表彰　優秀賞組織（広島県）

【多面的機能支払】

「沼田
ぬ た

東
ひがし

農地・水・環境保全管理協定運営委員会」（広島県三原市）

　本地域は、広島県三原市南部、二級河川「沼田川」と支流の「天井川」と
の間に広がる農業地帯で、水稲麦を中心にアスパラガス等の栽培が行われて
います。
　一方、市の中心部や工場地帯に近く混住化が進んでおり、汚水やゴミの不
法投棄の増加などが課題となっています。
　平成24年度から広域組織で活動に取り組んでおり、町内連合会と連携して
地域住民も含めた農地維持活動が展開されるとともに、センチピードグラス
植栽による草刈り作業の軽減に取り組んでいます。
　土地改良区が中心に活動を行うことで、特に長寿命化の発注事務など、事
務負担の軽減につながっており、安心して取り組める体制となっています。

水路の補修センチピードグラスの播種作業 集落美化活動（ゴミ拾い）



（１）認定農用地面積：1,011.3ha
（田：982.8ha、畑：28.5ha）

（２）組 織 構 成 ：
54集落（農家541戸、非農家835戸）

【地区の概要】

【主な取組み内容】

○

○

○

　本地域は、山口県下関市の北東部の中山間地域に位置し、中国山地西端の
山々に周囲を囲まれた「ホタルといで湯の里」として親しまれる自然と歴史
の豊かな地域です。
　高齢化による参加者不足や事務処理の煩雑さから活動継続が困難な集落が
増加する中、平成31年4月に土地改良区が中心となり、旧豊田町一円を区域
とする広域活動組織を設立、1,000ha以上の農地を対象に活動しています。
　広域組織設立により、組織間での扶助体制が強化され、地域協働による活
動が展開されています。また、広域化のメリットを活かした長寿命化予算の
重点配分や、各組織の事務負担の軽減も図られており、安心して保全活動に
取り組める体制が整備されています。

　水路の泥上げや農道・ため池等の草刈りは、各地区単位で非農家も参加
して実施しています。
　広域化したことで各集落間の連携が強化され、活動継続断念のおそれの
あった地域も周辺地域のサポートを受けながら活動を継続することができ
ました。

　本地域が誇るホタルの生息環境に配慮し、代かきの際に排水止水板を設
置するなど水田から川への濁水流出を防止する活動に取組んでいます。
　また、、農道沿いへのシバザクラの植栽や、休耕地を活用したコスモス
の栽培を行うなど、景観保全活動に取り組んでいます。

　土地改良区が中心となり農業施設の補修の重要度を確認します。
　各地区の関係者と現地確認や協議を行うことで、水路や農道の補修の対
策工法等を決めています。重要度の高い施設へ予算を重点配分することで
効率的な活動が展開されています。

令和４年度　多面的機能発揮促進事業

中国四国農政局長表彰　優秀賞組織（山口県）

【多面的機能支払】

「下関
しものせき

市
し

豊田
と よ た

地域
ち い き

広域協定運営委員会」（山口県下関市）

濁水防止対策と植栽作業 水路の補修作業草刈り作業と危険ため池の点検



（１）認定農用地面積：90.0ha
（田：87.0ha、畑：3.0ha）

（２）組 織 構 成 ：
５集落（農家97戸、非農家74戸）

【地区の概要】

【主な取組み内容】

○

○

○

　地区内の遊休農地を「みんなの畑わだじま農園」として活用することで
耕作放棄地の発生・予防に取り組んでいます。
　農園では学校教育用のもち米やさつまいもなどを栽培しています。

「子供達は地域の宝」を合言葉に教育機関と連携して活動しています。
　主な内容は、水稲(もち米)のもみまき、田植え、稲刈り、餅つき大会、
さつまいもの植え付け、焼き芋大会、大根抜き大会、パンジー・ビオラの
植栽などです。また、稲刈りをテーマに小学生が作った俳句は、地区内の
看板に掲示されます。
　こうした取組は、子供たちに食材の大切さや農業農村の魅力を実体験で
学ぶ貴重な場となっており、保護者からも好評を得ています。

　活動を通じて地域の団結力が養われたことで、令和３年度から約20haの
ほ場整備事業を開始することができました。将来の担い手農家に条件の良
い農地を引き継ぐため営農条件の向上が図られています。

令和４年度　多面的機能発揮促進事業

中国四国農政局長表彰　優秀賞組織（徳島県）

【多面的機能支払】

「和田
わ だ

島
じ ま

地域資源保全会」（徳島県小松島市）

　本地域は、徳島県小松島市にある三方を海に囲まれた農業と水産業が盛ん
な地域で、良質な「和田島ちりめん」は全国に知られています。
　平成28年度から本事業に取り組み、地区内の農地や水路・農道等の保全管
理を行うとともに、共同活動における教育機関との連携が盛んに行われてい
ます。
　遊休農地を「みんなの畑わだじま農園」として活用、小学校高学年を対象
にした農業体験活動や、保育園と連携した植栽活動や農業イベントなど創意
工夫した活動が展開され、こうした活動は毎年パンフレットを作成し組織の
構成員や関係機関に配布するなど、積極的な広報活動が行われています。

パンフレット（活動報告）みんなの畑わだじま農園 活動の様子（教育連携）



（１）認定農用地面積：74.6ha
（田：72.4ha、畑：2.2ha）

（２）組 織 構 成 ：
１集落（農家87戸、農家以外２団体）

【地区の概要】

【主な取組み内容】

○

○

○

　徳丸農業区を中心に農道や水路の草刈を実施するとともに、地区内の非
農家も含めた水路の泥上げを行うことで、混住化が進む地域全体で保全活
動に取り組んでいます。

　農業用施設周辺に植栽をして景観形成を行っています。
　地域内に設けた花壇では、女性中心に構成される「徳丸みどり会」が主
体となって植栽や除草等の維持管理作業に取り組んでいます。
　また、田植え前後には、地域住民と一緒に行うジャンボタニシを駆除
（生態系の保全）するなど、農村環境の保全に努めています。

　長寿命化活動では、ほ場整備後40年以上が経過した農業用水路や付帯施
設の補修・更新を行っています。
　揚水ポンプの更新や取水用のせき板を更新することで地域内の圃場への
揚水確保につながっています。

令和４年度　多面的機能発揮促進事業

中国四国農政局長表彰　優秀賞組織（愛媛県）

【多面的機能支払】

「徳丸
と く ま る

地域資源保全推進会」（愛媛県松前町）

　本地区は、道後平野の西南部に位置する愛媛県松前町にあります。
　石鎚山を水源にする一級河川「重信川」南に広がる平坦な地形、豊富な水
源を活用した稲作地帯であるとともに、裏作で栽培される裸麦は県内有数の
産地となっており、枝豆やレタス等の野菜の栽培も盛んに行われています。
　本地域は、松山市に隣接しており、周辺では宅地化され混住化が進む中、
「徳丸農業区」（農業者団体）による農道・水路の草刈り、女性中心に構成
される「徳丸みどり会」による植栽活動、地区内の非農家も参加する水路の
泥上げや外来種駆除（ジャンボタニシ）など、関係機関と連携した取組が展
開されています。

農業区を中心とした草刈り作業 非農家も含めた水路の泥上げ 徳丸みどり会による植栽活動



（１）認定農用地面積：195.3ha
（田：182.6ha、畑：12.7ha）

（２）組 織 構 成 ：
18集落（農家165戸、非農家83戸）

【地区の概要】

【主な取組み内容】

○

○

○

　棚田地域は平野部に比べ農道や農業水路の割合が多く、狭隘な施工場所
もありますが、地域間で連携、みんなで知恵を出し合い直営施工による水
路や農道の補修、長寿命化に取り組んでいます。
　広域化のメリットを活かして、長寿命化予算の一部を共通資金として優
先順位の高い工事に活用、小規模集落でも必要な施設の補修が行えます。

　本年度からは、今までコロナの影響で実現できていなかった「棚田コン
サート」や、地元直売所の“さくら市”での「収穫祭」を行うなど、町全
体で地域活性化を図ることとしています。

　事務局への活動報告はSNSを活用しています。
　活動写真と参加者名簿をSNSで事務局へ送信すれば、事務局で活動実績
を整理します。また、事務局における書類作成には市販ソフトを活用する
など、事務の効率化が図られています。

令和４年度　多面的機能発揮促進事業

中国四国農政局長表彰　優秀賞組織（高知県）

【多面的機能支払】

「土佐
と さ

天空
て ん く う

の郷
さ と

保全会」（高知県本山町）

　本組織がある本山町は、四国の中央部、吉野川の上流域に位置する水と緑
の豊かな美しい山里が広がる地域です。
　標高250m～850mに位置する棚田を後世に伝えるため、「土佐・本山天空の
棚田群」と称し、“人をつなぎ、未来へつなぐ棚田”をキャッチフレーズに
「つなぐ棚田遺産」にも選定されています。
　寒暖差を利用した米や野菜が生産され、お米日本一コンテストで特別最高
金賞を獲得した「土佐天空の郷」は、町を代表する農産物として棚田米ブラ
ンド化の取組が進められています。
　令和2年3月に農業公社が事務局となり「土佐天空の郷保全会」を設立し、
１町１組織で活動を開始しました。組織設立により、高齢化等で活動に参加
できなかった地域も含めて町全体の約200haで活動が展開されています。
　農業公社が事務局を担うことで事務の簡素化が図られ、各地域では安心し
て保全活動に取り組める体制が整備されています。

土佐・本山天空の棚田群 町自慢のブランド米「土佐天空の郷」活動の様子


